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【発明の名称】 フィトクロムＣの発現制御による植物の開
花時期の調節

【課題】 植物のphyC遺伝子突然変異体を単離し、その表現型を解析することで、phyC遺伝子の
利用法を提供する。
【解決手段】ミュータントパネルを用いた突然変異体の単離法を用いて単離した植物であるイネの
ｐｈｙC遺伝子突然変異体は、長日条件で育てたとき、対照に比べて１週間程度開花（出穂）時期
が早まることが見出された。この結果、ｐｈｙC遺伝子の発現を抑制することにより、長日条件にお
いて植物の開花を促進できることを示している。ｐｈｙC遺伝子を利用した植物の開花の促進は、
栽培地域や栽培時期に適応した新たな形質を有する有用農作物や観賞用植物等の品種の改良
に大きく貢献できる。また、長日条件において開花が促進されるイネのｐｈｙＣ遺伝子突然変異体
は、収穫時期が早められた新たなイネとしての利用が大いに期待できる。
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